
平成29年度 三河港資料作成整理 実施概要

（国土交通省 中部地方整備局 三河港湾事務所 委託事業）

１．業務の目的
三河港においては、神野ふ頭7-4号耐震強化岸壁の完成が間近に迫るなど着実に整備が進んできている。他方、船舶大型化等へ

の対応の遅れ、施設の老朽化、非効率な施設配置、高潮災害等に対する脆弱性、周辺道路の容量不足による物流への影響等、解
決すべき様々な課題がなお多く存在する。

また、地域の基幹たる自動車産業も、ＥＶ等の次世代自動車の開発やＡＩを活用した自動運転技術の進展など、大きな変革の時代を
迎えている。このような状況の中、10年、20年先の三河港はどのようにあるべきかについて意見交換を行う「三河港豊橋・田原の将来
を考える勉強会」の開催に際して、その資料作成整理及び勉強会の運営補助を行った。

２．調査結果（一部抜粋）

茨城港：4.2万台(-1.1%)
メルセデス・ベンツ

千葉港：8.2万台(9.9%)
BMW

横須賀港：1.6万台(-29.6%)
日産

横浜港：1.4万台(8.4%)
ルノー
GMグループ

三河港：19.0万台(6.1%)
フォルクスワーゲングループ
メルセデス・ベンツ
ボルボ
フィアット・クライスラーグループ
プジョー
シトロエン
ジャガー
ランドローバー

名古屋港：0.7万台(-29.2%)
トヨタ など

H29年の自動車輸入台数
括弧内の比率は対H28年比
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※財務省：貿易統計及びヒアリングにより中部地方整備局作成

H29年の自動車輸出台数
括弧内の比率は対H28年比

川崎港：29万台
(-35.0%)

横浜港：83万台(-5.9%)

名古屋港：130万台(-1.1%)

三田尻中関港：28万台（-2.5％）

広島港：47万(-2.5％)

苅田港：48万台
（25.4%）

博多港：25万台
（16.4%）

H29年完成自動車輸出台数（前年比）

※財務省：貿易統計及びヒアリングにより作成
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三河港：93万台
(7.9%)
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